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　起震車で阪神・淡路大震災の揺れを体験する
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里中学校総合防災訓練より
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８
月
24
日
に
元
環
境
大
臣
の

小
池
百
合
子
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、「
環
境
問
題
を
考
え
る
町

民
大
学
講
座
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、画
像
を
使
っ
て
、

世
界
の
環
境
事
情
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
、こ
れ
か
ら
は「
省

エ
ネ
」
で
は
な
く
、「
転
エ
ネ
」

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
教
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
休
み
に
開
催
し
た

エ
コ
講
座
に
４
回
以
上
参
加
し

た
17
名
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
を

「
紀
美
野
エ
コ
大
使
」
に
任
命

し
ま
し
た
。

　

任
命
式
で
は
、
小
池
さ
ん
に

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
大
使
の

皆
さ
ん
に
任
命
書
を
手
渡
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
使
を
代
表
し
て
、
毛
原
小

学
校
の
吉
村
瑞
葵
さ
ん
と
野
上

小
学
校
の
田
伏
俊
輝
く
ん
が
、

地
域
の
自
然
を
守
っ
て
行
く
た

め
の
３
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
「
紀
美
野
エ
コ
宣
言
」
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
方
々
が
、
環
境
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

【
野
上
小
学
校
】

﹇
１
年
﹈笹
尾
茉
央

﹇
２
年
﹈山
本
賢
斗
・
水
越 

陸 

　
　
　

長
生
沙
羅
・
小
西
陽
向

﹇
３
年
﹈笹
生
泰
生
・
田
伏
菜
央

﹇
４
年
﹈小
西
大
智

﹇
５
年
﹈長
生
拓
朗
・
田
伏
俊
輝

﹇
６
年
﹈本
田
凪
咲
・
中
村
芽
衣

　
　
　

舟
底
悠
貴

【
下
神
野
小
学
校
】

﹇
１
年
﹈坂 

和
可
菜

﹇
３
年
﹈坂 

祥
太
郎

【
毛
原
小
学
校
】

﹇
６
年
﹈吉
村
瑞
葵

【
紀
の
川
市
立
丸
栖
小
学
校
】

﹇
２
年
﹈山
本
悠
介

　

今
、
大
使
の
皆
さ
ん
は
、
３

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

す
る
総
合
運
動
場
内
に
植
樹
予

定
の
町
の
花
「
さ
く
ら
」
の
木

の
苗
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

今
後
大
使
の
皆
さ
ん
に
は
、

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
身
近
な

自
然
や
環
境
を
守
っ
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
「
防
災
の
日
」
の
９
月
１
日

（
月
）、
午
前
10
時
か
ら
美
里
中

学
校
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
生
徒
、
教
職
員
の

皆
さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め
、

被
災
者
の
救
援
等
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
で
社
会
貢
献
で
き
る
中
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
ド
ー
シ
ェ
ル
の
戸

田
恵
以
子
さ
ん
に
よ
る
講
話

「
震
災
の
体
験
談
」
を
聞
い
た

あ
と
、
神
野
保
育
所
の
園
児
40

名
も
参
加
し
て
、
戸
田
夫
妻
の

指
導
で
非
常
食
作
り
（
パ
ン
・

す
い
と
ん
）に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
起
震
車
に
よ
る
地
震

体
験
を
は
じ
め
、
消
火
器
使
用

訓
練
、自
動
体
外
除
細
動
器（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

訓
練
に
生
徒
の
皆
さ
ん
は
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
１
時
30
分
か
ら

は
福
田
地
区
及
び
下
神
野
地
区

自
主
防
災
組
織
の
防
災
訓
練
が

同
校
で
行
わ
れ
、
中
学
生
と
一

緒
に
な
っ
て
地
区
の
皆
さ
ん
も

各
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
訓
練
申
込

は
、
役
場
総
務
課
【
℡
４
８
９

―

５
９
１
２
】
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

紀
美
野
エ
コ
大
使
誕
生

非
常
食
作
り
（
パ
ン
・
す
い
と
ん
）
に
挑
戦
!!

美
里
中
学
校
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
る

福
田
地
区
・
下
神
野
地
区
自
主
防
災
組
織
の
防
災
訓
練
も
同
時
開
催

中学生と一緒になって、
パン生地をこねる園児たち

講演する
小池百合子さん

１

『紀美野エコ宣言 2008』
たくさんのいきものがすむ紀美野町の自然
を守るため、川をきれいにしたり、木をた
くさん植えます。

水や電気を無駄づかいせず、物を大切にし
ます。

おとなの皆さんは、ゴミを捨てないなど、
環境を大切にする気持ちをもって私たちと
いっしょに活動してください。

2

3

消火器使用訓練

紀
美
野
エ
コ
大
使
の

　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
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平
成
20
年
度
紀
美
野
町
敬
老

会
が
、
９
月
６
日
（
土
）
中
央

公
民
館
に
お
い
て
、
ま
た
、
７

日
（
日
）
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
、
75
歳
以
上
の
招
待
者
２
，

４
４
３
名
の
う
ち
、
２
会
場
合

わ
せ
て
９
３
３
名
の
方
々
が
元

気
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
寺
本
町
長
が｢

大
勢
の
皆
様
方
に
ご
出
席
を
い

た
だ
き
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
介
護
保
険
や
生
き
が

い
対
策
な
ど
高
齢
者
福
祉
の

更
な
る
充
実
に
積
極
的
に
取
組

み
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
住
め

る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。｣

と
挨
拶
。
続
い
て

模
範
老
人
（
18
人
）
及
び
敬
老

篤
行
者
（
１
人
）、
そ
し
て
、

こ
の
１
年
間
に
百
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
た
方
（
３
人
）
が

町
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
方
々
よ
り
ご
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
模
範

老
人
と
し
て
表
彰
の
栄
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
中 

長
治
さ
ん（
福

井
）
と
長
谷
毛
原
地
区
代
表 

平
垣
義
和
さ
ん
よ
り
、
敬
老
会

参
加
者
を
代
表
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
の
演
芸
で
は

角
川 

博
さ
ん
と
金
沢
明
子
さ

ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
が
２
時
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
、
出
席
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
一
緒
に
唄
を
口
ず

さ
ん
だ
り
、
歌
手
の
方
と
握
手

を
し
た
り
と
楽
し
い
一
時
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

紀
美
野
町
消
防
団
が
、
去
る

８
月
24
日
（
日
）、農
村
総
合
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
30
名
の
新

入
団
員
を
対
象
と
し
た
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。　

　

訓
練
は
、
消
防
職
員
の
指
導

に
よ
り
、
訓
練
礼
式
、
可
搬
ポ

ン
プ
操
作
及
び
普
通
救
命
講
習

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
内
容
で

行
わ
れ
、
訓
練
に
参
加
さ
れ
た

新
入
団
員
の
み
な

さ
ん
は
、
終
日
汗

ま
み
れ
に
な
り
、

熱
心
に
訓
練
に
励

ま
れ
ま
し
た
。　

　

訓
練
を
受
け
ら

れ
た
新
入
団
員
さ

ん
に
は
、
町
民
の

生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
訓
練
の

成
果
を
十
二
分
に

発
揮
さ
れ
、
地
域

の
安
全
と
安
心
の

確
保
に
尚
一
層
の

ご
活
躍
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

ご
長
寿
を
祝
う
!!

紀
美
野
町
消
防
団

　
　
　

新
入
団
員
訓
練
実
施
!!

９
３
３
名
が
元
気
に
出
席

平
成
20
年
度
紀
美
野
町
敬
老
会

謝辞を述べる平垣義和さん（写真左）と中 長治さん（写真右）

歌謡ショーを楽しむお年寄り

放水訓練をする新入団員（可搬ポンプ操作）

普通救命講習
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紀
美
野
町
農
業
委
員
会
（
会

長　

常
田
久
夫
）
で
は
、
８
月

７
日
町
内
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
現

在
、
和
歌
山
県
が
県
下
一
斉
に

展
開
し
て
い
る
「
い
き
い
き
農

地
活
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
!!
」
の

一
環
事
業
と
し
て
実
施
し
た
も

の
で
す
。

　

町
内
で
も
、
農
業
者
の
高
齢

化
や
担
い
手
不
足
を
原
因
と
し

て
耕
作
放
棄
地
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
農
業
委

員
会
で
は
、農
業
委
員
代
表
８
名

が
、
町
内
の
農
地
の
現
状
や
農

地
法
許
可
に
か
か
る
事
業
実
施

状
況
の
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
役
場
に
立
ち
寄
り
寺
本

町
長
と
今
後
の
農
業
の
あ
る
べ

き
姿
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
を

交
わ
し
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

終
え
ま
し
た
。

　

今
後
農
業
委
員
会
で
は
、
町

内
の
農
地
の
有
効
活
用
を
よ
り

一
層
推
進
す
べ
く
委
員
会
活
動

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

紀
美
野
町
の
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
業

務
開
始
以
来
、
た
く
さ
ん
の
ご
依
頼
を
い
た

だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
に
は
、
永
年
の
職
業
を
通
じ
て

豊
か
な
経
験
と
能
力
を
持
つ
高
年
齢
者
の

方
々
が
会
員
と
し
て
多
数
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
屋
内
外
の
軽
作
業
・
清
掃
・
剪
定

（
雑
木
等
）・
草
刈
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

の
ご
依
頼
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
客
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
す
る
た
め
に
、
会
員
募
集
も
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　

紀
美
野
町
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以
上
の
方

で
働
く
意
欲
が
あ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
主
旨
に
賛
同
い
た
だ
け
る
方
の
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
仕
事
の
ご
依
頼
・
入
会
に
つ
き
ま
し
て

は
、
左
記
ま
で
、
ご
連
絡
下
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　昨年、桜守で有名な「佐野藤衛門さん」が育てたシダレザクラの幼木は、町内に１５０本程度入っています。
　本年もこの運動を続けていくため、シダレザクラと一家に 1本医者いらずの木と言われているイチョウ（籐
九郎）を植えていきたいと考えています。
　平成 20年度は、シダレザクラ、紅シダレザクラ、イチョウ（籐九郎）をそれぞれ 1本（500 円）でお分
けいたします。
　申込者多数の場合、申込み本数の調整をお願いする場合もございます。
　苗木は、葉が落ちてからの発送になりますので、年明けになりそうです。

★それぞれの苗については、１２０cm～１５０cm程度。
★申し込み期間は、１０月1日（水）から１０月２４日（金）まで。
★詳しくは、紀美野町まちづくり推進協議会事務局（役場産業課内）
　TEL０７３－４８９－５９０１

『
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
』
を

　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
し
た
!!

紀
美
野
町
シ
ル
バ
ー

 　

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

            　
　
　

お
知
ら
せ
で
す

紀美野町まちづくり推進協議会「美しい郷づくり部会」からお知らせ

農地パトロールする農業委員

寺本町長と意見交換する農業委員

お問い合わせ先
紀美野町シルバー人材センター
　　　TEL　４９５－３４６７



2008・105

　

９
月
12
日
、
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
第
３
回
紀
美
野
町
交
通

安
全
高
齢
者
教
室
・
ゲ
ー
ト
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
86
名
（
男
性
47
名
・

女
性
39
名
）
は
、
高
齢
者
教
室

で
海
南
警
察
署
の
尾
保
手
交
通

課
長
か
ら
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
の
重
点
に
つ
い
て
の
講
義

を
受
け
た
後
、
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

【男性】 優　勝　吉田　穎弘（毛原中）36
　　　　準優勝　湯上　敏夫（下佐々）39
　　　　３　位　田村　勝彦（毛原宮）41
　　【女性】 優　勝　仲　　節子（福　田）40
　　　　準優勝　池本タマミ（福　井）43
　　　　３　位　福岡　規子（毛原宮）45

ゲートゴルフ大会（８ホール）の結果は
次のとおりです。数字はスコアです。

　

８
月
23
日
（
土
）
に
紀
州
路

ク
リ
ー
ン
大
作
戦
'08
が
実
施
さ

れ
、
県
下
一
斉
に
道
路
清
掃
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
多
く
の
人
々
が

訪
れ
る
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

と
の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
に
通

じ
る
町
道
長
谷
国
木
原
線
と
町

道
志
賀
野
井
ノ
口
線
で
、
地
元

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
町
職
員
ら
約

30
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
道

路
側
溝
な
ど
に
捨
て
ら
れ
た
空

き
缶
や
ゴ
ミ
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少
年
野
球
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会
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果
!!

道
路
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う

紀
州
路
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リ
ー
ン
大
作
戦
'08

上位入賞された皆さん 高齢者教室

Ａ級優勝Ｃ級優勝

空き缶などのゴミを拾い集める参加者たち
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事業名 対象・内容等 日時
健康相談 健康診断書の作成

一般健康相談
１０月１４日（火）　　９：００～１１：００
１０月２８日（火）　　９：００～１１：００

エイズ検査 エイズの各種相談 １０月１４日（火）　　９：００～１１：００
１０月２８日（火）　　９：００～１１：００

検便 １０月１４日（火）　　９：００～１１：００
１０月２８日（火）　　９：００～１１：００

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

１０月　８日（水）　　９：００～
１０月１６日（木）　１３：３０～
１０月２７日（月）　１３：３０～
※予約制です。

骨髄バンク
登録検査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。

１０月１４日（火）　１０：００～１１：００
１０月２８日（火）　１０：００～１１：００
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　　 ９：００～１７：００
エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された

場合は約２週間後）にお知らせします。
１０月２８日（火）　１７：００～１９：００
※予約制です。

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉

教室名 日時 場所
コアラ １０月  ８日（水）

９：３０～１１：３０
子育て支援センター
（親子で体操）

カンガルー １０月２９日（水）
９：３０～１１：００

子育て支援センター

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６ （℡４９５－３１２７）　毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中939　（電話　482－ 0600） 

10月の日程
■場　所：総合福祉センター 1日・8日・15日・22日・29日（毎週水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
　　　保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

虐待予防に関する相談窓口 地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：30～17：30）℡489－9960（直通）
　　　　休日・夜間（17：30以降）℡489－2430
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4  紀美野町総合福祉センター内

★遊びの教室のご案内
〈お申込みは、支援センター
  ℡４８９－９７１１まで〉

○第一保育所：１０月    ７日（火）・２１日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：１０月２０日（月）・２７日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：１０月　３日（金）・１７日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：１０月　１日（水）・１５日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：１０月２２日（水）　　　　　　　℡４９９－０１３１

◆料理教室のお知らせ◆
日時 １０月１７日（金）　9：3０～昼食終了まで

１０月３１日（金）　9：3０～昼食終了まで
場所 総合福祉センター
内容 ヘルシー料理

■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

　なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加
される方は、申込みよろしくお願いします。 

◆歯科健診・フッ素塗布◆
日時 １０月　４日 ( 土 )　１４：００～１５：３０（受付 )
場所 総合福祉センター

※皆さんお越しください。

※留守の場合は、
　第二保育所

海 南 保 健 所 だ よ り
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障がい者巡回相談のお知らせ
　指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護の
ための必要な援助などを行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
　なお、巡回相談日以外でも相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対　象　者 月　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方 １０月　７日（火） 総合福祉センター　 ９：３０～１２：００

美里支所　　　　 １３：３０～１６：００

　野上厚生病院内
　相談支援事業所
　℡ 489-2908

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方

１０月１５日（水） 総合福祉センター　 ９：３０～１２：００ 
美里支所　　　　 １３：００～１６：００

　療育センターAOI
　℡ 483-0454

お問い合わせは保健福祉課まで（℡４８９－９９６０）

皆さん！年1回の健診はお済みでしょうか？

☆いつまでも自分らしく、輝いた人生を送るためには、健康であることが一番です。
　年に一度は健診を受け、健康の自己管理に努めましょう☆

日　　程 場　　所 国保特定健診
（内科健診）

胃がん検診
（レントゲン）

大腸がん検診
（便潜血検査）

肺がん検診
（レントゲン）

乳がん検診
（触診・レントゲン）

子宮がん検診
（細胞診）

11 月 9 日（日） 
8 時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

■国保特定健診対象者：40－ 74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに 500円（40歳以上は無料）。

※上記以外にも、医療機関での個別検診や、国保歯科ドック等もご利用いただけます。
詳細は保健福祉課までお問合せください。　　保健福祉課：TEL　４８９－９９６０（総合福祉センター内）

【平成 20年度の集団健診日程を紹介します（10月以降分）。】申し込みは保健福祉課まで！

（今年度の集団健診は、残すところあと1回となりました！）

（注）健診実施期間は、一部を除き 11月末までとなっています。お早めに・・・

　目が疲れる、目がかすむ、ものがよく見えない、目が充血する、視野の一部が見えない、目の中に虫のよ
うなものが見える等の症状はありませんか？目の病気も早期発見、早期治療が重要です。
　「目の愛護デー」を機会に目の大切さについて考えてみませんか？また、視覚障害に悩む人が角膜移植を
受けて視力が回復できるように「愛と健康の贈りもの」として死後の献眼登録をお願いします。
　献眼登録についてのお問い合わせは　TEL（０７３）４２４－７１３０　（財）和歌山県角膜・腎臓移植推
進協会まで。

『10月は臓器移植普及推進月間』　「いのちへの優しさとおもいやり」
　臓器移植は、県民の皆様から善意の臓器提供があって成り立つものです。
　あなたの意思で助かるいのちがあります。意思表示カード・シールにご自身の意思を表示して携帯するこ
とをお願いします。意思表示カード・シールは市町村役場、保健所等に備えています。
　詳しくは TEL（０７３）４４１－２６４０県庁　難病・感染症対策課まで

『10月10日は目の愛護デー』　「守ろう、瞳の健康」

あおい

健康づくりコーナー
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家庭用電気式生ごみ処理機の
購入補助について

10
月
20
日
〜
26
日
は

 　

行
政
相
談
週
間
で
す

オータムジャンボ宝くじの賞金は、
１等・前後賞合わせて２億円

＊発売期間＊
   平成２０年９月２９日(月)～１０月１７日(金）

～基礎年金の給付について～
☆３つの基礎年金があなたをサポート☆

　保険料納付要件（注）を満たした方は、６５歳から生涯受けら
れます。
　平成２０年度年金額　　７９２，１００円
　（上記金額は、保険料を全期間納めた場合の金額となります。）
（注）老齢基礎年金を受けるためには、保険料を納めた期間、保険

料を免除された期間、合算対象期間とを通算した期間が原則
２５年間（３００月）以上あることが必要です。

　紀美野町では、家庭のごみ減量化推進のため、家庭用電気
式生ごみ処理機 (ディスポーザータイプは除く )の購入者の方
に補助金を交付します。

【定例相談】
日　　　　　時
　　　

10 月 15 日（水）　
午後 1時から午後 3時まで

場所及び相談員
　　　

中央公民館 2階会議室
（中絵図美年代行政相談委員）
紀美野町役場神野支所 2階会議室
（森谷美喜子行政相談委員）

【巡回相談】
日　　　　　時
　　　

10 月 16 日（木）
午後 1時から午後 3時まで

場所及び相談員
　　　

志賀野出張所
（中絵図美年代行政相談委員）

日　　　　　時
　　　

10 月 17 日（金）
午後 1時から午後 3時まで

場所及び相談員
　　　

小川出張所
（中絵図美年代行政相談委員）

　この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよいまち
づくりに使われます。

（財）和歌山県市町村振興協会

老齢基礎年金

年金額には反映されないため「カラ期間」と呼ばれています。
① 昭和６１年３月以前に、国民年金に任意加入できる人が任意加入し
なかった期間

② 平成３年３月以前に、学生であるため国民年金に任意加入しなかっ
た期間

③ 昭和３６年４月以降海外に住んでいた期間、などがあります

合算対象期間とは・・

　国民年金に加入している間に初診日のある病気やケガで、法令
により定められた障害等級表（１級・２級）による障害の状態で
ある間受けられます。
　平成２０年度年金額（定額）
　　９９０，１００円（１級）　７９２，１００円（２級）
＊１８歳到達年度の末日までにある子（障害者は２０歳未満）が
いる場合は、子の人数によって加算が行われます。

＊障害基礎年金を受けるためには、一定の保険料納付要件が必要
です。

障害基礎年金

　国民年金に加入中の方が亡くなった時、その方によって生計を
維持されていた「子のいる妻」、または「子」が受けられます。
　平成２０年度年金額　１，０２０，０００円
　（上記金額は、子が１人いる妻が受ける場合の金額となります。）
＊「子」とは、１８歳到達年度の末日までにある子（障害者は
２０歳未満）をいいます。

＊遺族基礎年金を受けるためには、一定の保険料納付要件が必要
です。

遺族基礎年金

１．補助金額 購入金額（処理機本体価格（消費税を含む。））
の3分の１以内(百円未満切捨て)で上限は、
20,000円です。

２．対　　象 ○町内に住所を有し、かつ、居住している人
○町税を完納されていること

３．補助台数 １０台程度（１世帯１台限り）

４．受付期間 平成２０年１０月６日から
平成２０年１０月31日まで
（開庁時間内にお願いします。）
（但し、土曜日、日曜日、祝日を除く）
（注）希望者多数の場合は抽選となります。
☆尚、受付終了後に予算が残っている場合は、
予算の範囲内で随時受付いたします。（先着
順）

５．補助申請手続きに必要な書類等

○購入前に提出していただくもの
（１）申請書・計画書（紀美野町住民課及び美里支所住民・

福祉室にご用意しております。）
（２）見積書（購入する電気式生ごみ処理機のカタログ等

添付）(見積書は複写後返却いたします。)
○購入後に提出していただくもの
（１）実績報告書・設置完了届及び補助金交付請求書

（補助金交付決定通知書に同封します。）
（２）領収書（購入者の氏名が明記されているもの）
（３）メーカーの保証書
　（購入者・販売店等が明記されているもの）

☆上記領収書及び保証書は複写後返却いたします。

※申請及びお問合せは、紀美野町住民課（TEL 489－ 5903）又は、 
　美里支所住民・福祉室（TEL 495－ 3463）までお願いします。
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1 人でも雇ったら、必ず入るもの。
それは「労働保険」です！

パート職員募集（やすらぎ園）

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。

募集訓練科・
訓練期間

・電気設備科
　11月４日 (火 ) ～４月28日 ( 火）
・情報システムサービス科
　11月４日 (火 ) ～４月24日 ( 金）
・ＣＡＤ製図科
　11月４日 (火 ) ～１月30日 ( 金）

募集締切期日 10月17日 ( 金 )
受講料 無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先 独立行政法人雇用・能力開発機構

和歌山センター訓練課
TEL０７３（４６１）５６４９　

税務署からのお知らせ

海南税務署　　　０７３―４８２―０９００

平成20年 11月４日から税務署の電話は、自動音声案内に変わります。

来署によるご相談を希望される方は、事前のご予約をお願いします。

労働保険適用推進月間　１０／１～１０／３１
　労働保険（労災保険と雇用保険の総称）とは政府が行っ
ている保険で、事業主が労働者を１人でも雇用すれば加入
しなければならない強制保険です。
　
※労災保険とは労働者が業務上の事由又は通勤によって負
傷したり、病気に見舞われたり、あるいは不幸にも死亡
された場合に被災労働者や遺族を保護するため必要な保
険給付を行うものです。
雇用保険とは労働者が失業した場合及び労働者について
雇用の継続が困難となる事由が生じた場合に、労働者の
生活及び雇用の安定を図るとともに、再就職を促進する
ため必要な給付を行うものです。

　加入の手続きなどの詳細につきましては、和歌山労働局
又は最寄りの労働基準監督署若しくは公共職業安定所（ハ
ローワーク）までお問い合わせください。

☆労働基準監督署
　和歌山 ･･･ TEL  073-431-0211
　　　　　　
☆公共職業安定所（ハローワーク）
　海南 ･･･  TEL  073-483-8609

・・・お好きな時間帯に連れもて行こら・・・
業 務 内 容 朝夕のみの食事介助を中心とする業務

時 間 帯
朝３時間（７：００～１０：００）
夕３時間（１７：００～２０：００）
どちらかでも可♪　時間変更も可♪

時 給 １, ０００円

高齢者の方も大歓迎！　グループで参加も大歓迎！
まずは、お気軽にお電話ください！
連絡先：和歌山県海草郡紀美野町下佐々１４０８－７
　　　　特別養護老人ホームやすらぎ園
　　　　ＴＥＬ　０７３－４８９－３６３１
　　　　ＦＡＸ　０７３－４８９－４９８９

有害鳥獣捕獲の実施について
　紀美野町では、野生鳥獣による農作物や生活環境等への被害が増大しているため、有害鳥獣捕獲許可を出し、有害鳥獣捕獲事業を実
施しています。有害鳥獣捕獲許可は、鳥獣被害のための自衛策をとっても食い止められない場合に、最終手段として行政で実施できる
ことと法律で定められており、農林家・施設管理者等からの被害報告に基づき、町長より許可を受けた捕獲員が、指定された鳥獣を許
可期間内に捕獲するもので、通常の狩猟とは別のものです。なお有害鳥獣捕獲時のわなや銃器の使用にあたっては、事故等のおこらぬ
ように細心の注意を払って実施することと捕獲員への周知を図っているところですが、地域住民の皆様におかれましても、捕獲用のわ
な等には、十分に気をつけてください。

対　象　鳥　獣 捕獲区域 捕　獲　期　間 捕獲方法 捕　獲　員
シカ 町内全域 平成２０年７月１９日から平成２０年１０月１６日まで 銃器 紀美野町猟友会
イノシシ 町内全域 平成２０年７月１９日から平成２０年１０月１６日まで 銃器・檻・わな 紀美野町猟友会
アライグマ（小獣類） 町内全域 平成２０年６月　１日から平成２０年１２月３１日まで 檻 紀美野町猟友会

カラス 町内一部
（旧美里町内） 平成２０年９月２３日から平成２０年１０月２２日まで 銃器 紀美野町猟友会

有害鳥獣捕獲許可等実施状況

【お問合せ先】紀美野町役場産業課　TEL　０７３－４８９－５９０１

税
務
署
に
電
話

一般的なご相談
・税の取扱い
・申告手続き　など

税務署にご用の方
・相談の事前予約
・税金の納付相談
・税務署への問い
合わせ　など

自動音声案内

「1」を選択

「2」を選択

電話相談
センター

税務署

番号 ご相談されたい内容

「1」 個人の年金や給与又は事業などの
所得税に関すること

「2」 相続税や贈与税又は土地や株式等
の売買などに関すること

「3」 法人税や消費税に関すること

「4」 源泉所得税又は年末調整などに関
すること

「5」 印紙税やその他の税などに関する
こと

（注）「番号が確認できません。」という案内があった場合は、電話機の「*」を押してから番号を選択してください。
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山　
　

彦　
　
　

第
39
号

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

　

12
月
６
日
（
土
）

　
　
　

開
場　

午
後
２
時
30
分

　
　
　

開
演　

午
後
３
時

　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）

３
，
０
０
０
円
（
当
日
３
，

５
０
０
円
）
前
売
り
券
完
売

の
場
合
は
当
日
券
な
し
・
予

約
不
可

※
未
就
学
児
の
同
伴
、
入
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■
前
売
り
券
発
売
日

　

10
月
28
日
（
火
）
よ
り

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

文
化
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民

館
、
美
里
支
所
、
国
吉
・
長

谷
毛
原
・
真
国
出
張
所
、
小

川
地
区
・
志
賀
野
地
区
公
民

館
、
イ
シ
イ
楽
器
店
（
イ
ズ

ミ
ヤ
和
歌
山
店
内
）

（
※
販
売
時
間
は
各
施
設
の
開

館
、
営
業
時
間
内
と
な
り
ま
す
。）

■
主
催　

紀
美
野
町
・
紀
美
野
町

教
育
委
員
会

■
お
問
合
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

ビ
リ
ー
・
バ
ン
バ
ン

　

in
紀
美
野
コ
ン
サ
ー
ト

■
展
示
会

（
中
央
公
民
館・文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

11
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　

11
月
３
日
（
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

館
内
い
っ
ぱ
い
に
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館

絵
画
・
生
花
・
書
・
写
真
・
手
芸

文
化
セ
ン
タ
ー

園
児
・
児
童
・
生
徒
の
作
品

■
児
童
生
徒
発
表（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

11
月
１
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

子
ど
も
達
が
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
精
一
杯
披
露

し
ま
す
。

■
芸
能
大
会（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

11
月
２
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

歌
・
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
合

唱
等
満
載
で
す
。

■
茶
席
（
中
央
公
民
館
）

　

11
月
１
日（
土
）〜
３
日（
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
読
み
聞
か
せ（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

11
月
１
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
２
時

第
３
回 
紀
美
野
町
文
化
祭

11
月
１
日
（
土
）・
２
日
（
日
）・
３
日
（
祝
）
午
前
９
時
〜

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー　

11
月
３
日
（
祝
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

辛
坊
治
郎
氏
に
よ
る
講
演

『
報
道
現
場
か
ら

│
情
報
の
正
し
い
判
断
』

★
10
月
１
日
（
水
）
よ
り
整
理

券
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
合
せ　

中
央
公
民
館

■
第
９
回
町
民
大
学
講
座

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）
　

11
月
15
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜

午
後
９
時
30
分

　

11
月
16
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
展
示　
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー

ト
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト
、
手
編
み
、
絵

手
紙
、
ち
ぎ
り
絵
、
パ
ソ
コ

ン
、
毛
筆
、
生
け
花
、
保
育

所
、
小
学
校
児
童
作
品　

他

■
サ
ー
ク
ル
発
表

茶
席
、
ナ
ツ
メ
ロ
、
料
理
、

人
形
劇　

他

作
品
展
示
・
サ
ー
ク
ル
発
表

★
詳
し
く
は
11
月
号
で

小
川
地
区
公
民
館
作
品
展
示
会

　

い
よ
い
よ
秋
も
本
番
と
な
り
、
紅

葉
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ

台
風
の
到
来
も
あ
り
ま
す
。
自
然
は

時
に
は
測
り
知
れ
な
い
災
害
を
も
た

ら
し
、
そ
れ
は
人
間
の
予
測
の
域
を

は
る
か
に
越
え
ま
す
。　

　

こ
の
「
山
彦
」
を
書
い
て
い
る
頃

は
九
月
な
の
で
、
地
震
や
津
波
に
対

し
て
の
防
災
訓
練
等
の
呼
び
か
け
を

各
自
治
体
で
お
こ
な
っ
て
い
る
最
中

で
す
。必
ず
起
こ
る
と
さ
れ
る
南
海
・

東
南
海
地
震
で
す
が
、
災
害
の
心
配

や
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
い
て
も
、

普
段
の
非
常
持
出
し
物
の
準
備
を
し

て
い
る
割
合
は
比
較
的
低
い
そ
う
で

す
。
近
い
将
来
起
き
る
と
さ
れ
て
い

る
地
震
も
「
杞
憂
」
に
終
わ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
が
、「
備
え
あ
れ
ば
憂
い

な
し
」
で
普
段
の
災
害
に
対
す
る
準

備
が
あ
っ
て
こ
そ
自
分
を
守
り
、
人

を
助
け
ら
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

か
く
言
う
私
も
非
常
持
出
し
の
袋

の
中
は
足
り
な
い
も
の
が
多
く
、
も

う
一
度
き
ち
ん
と
中
身
を
確
か
め
て

早
急
に
補
充
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
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新
刊
紹
介

中
央
公
民
館　

■
「
お
そ
ろ
し 

三
島
屋
変
調
百
物

語
事
始
」　
　

宮
部
み
ゆ
き
・
著

■
「
ス
カ
イ
・
ク
ロ
ラ
」

森
博
嗣
・
著

■
「
い
の
ち
の
米
」

富
樫
倫
太
郎
・
著

■
「
『
ゆ
る
体
操
』
で
一
生
介
護

い
ら
ず
に
な
ろ
う
！
」

高
岡
英
夫
・
著

■
「
元
気
な
一
汁
一
菜
」

小
林
ケ
ン
タ
ロ
ウ
・
著

■
「
地
球
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
で
応
答
せ

よ
！
お
い
し
く
楽
し
く
エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
」　
　　
　
　

三
神
彩
子
・
著

■
「
恐
竜
を
さ
が
せ
！
」

平
山
廉
・
著

■
「
お
ひ
さ
ま
お
は
よ
う
！
」

　

ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン
・
著　

他

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
ラ
ブ
コ
メ
今
昔
」有

川
浩
・
著

■
「
幽
談
」　
　

京
極
夏
彦
・
著

■
「
我
、
言
挙
げ
ず
」

宇
江
佐
真
理
・
著

■
「
早
刷
り
岩
次
郎
」

山
本
一
力
・
著

■
「
宇
宙
に
お
い
で
よ
！
」

野
口
聡
一
・
著

■
「
こ
れ
、
ぼ
く
の
宝
物
で
す
」

山
下
奈
美
・
著

■
「
ド
ラ
キ
ュ
ラ
ー
っ
て
こ
わ
い

の
？
」　
　
　

せ
な
け
い
こ
・
著

■
「
ば
ん
ご
は
ん
は
ね
こ
ざ
か
な
」

わ
た
な
べ
ゆ
う
い
ち
・
著　

他

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

10
月
１
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　
　

１
時
間

（「
ほ
た
る
」
の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

　

10
月
15
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜　
　

１
時
間

（「
野
い
ち
ご
の
会
」
の
皆
さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

笹
尾
侑
志
（
第
一
保
）

東 

若
葉
（
第
二
保
）

笹
尾
茉
央
（
野
小
１
年
）

【
二
百
冊
】

樋
瀬
光
稀
（
下
小
３
年
）

樋
瀬
大
輝
（
下
小
５
年
）

図
書
館
だ
よ
り

「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」

10
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

　

み
さ
と
天
文
台

　

久
々
の
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
で
す

ね
。
波
の
理
論
か
ら
パ
ソ
コ
ン

を
使
っ
た
演
習
ま
で
、
一
気
に

駆
け
抜
け
ま
す
。

事
前
申
込
必
要　

先
着
10
名

見
学
自
由
、
参
加
無
料

※
参
加
の
場
合
は
、W

indow
sX
P

の
パ
ソ
コ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ
は
天
文
台
ま
で
。

10
月
の
天
文
教
室

「
Ｉ
Ｔ
関
連
特
別
セ
ミ
ナ
ー

み
さ
と
流
Ｄ
Ｔ
Ｍ
超
入
門
」

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
読
書
の
秋

で
す
。
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
で
体

を
動
か
そ
う
！
本
を
た
く
さ
ん

読
も
う
！

■
中
央
公
民
館

１
・
８
日

　
　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦

15
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
（
野
い
ち
ご
の
会
）

22･

29
日　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
体
を
動

か
そ
う
！

■
文
化
セ
ン
タ
ー

１
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
（
ほ
た
る
）

８･

15
日

　
　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦

22･

29
日　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
で
体
を
動

か
そ
う
！

■
小
川
地
区
公
民
館

３
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

人
形
劇（
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
）

11
月
１
日
〜
９
日

文
化
セ
ン
タ
ー

　

海
草
地
方
の
児
童
生
徒
の
人
権

啓
発
ポ
ス
タ
ー
及
び
携
帯
電
話
の

カ
メ
ラ
等
を
使
っ
た
人
権
啓
発
ポ

ス
タ
ー
写
真
展
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・

写
真
展
開
催

児
童
館
料
理
教
室

「
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
て

料
理
し
ま
し
ょ
う
」

10
月
25
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

中
央
公
民
館
調
理
実
習
室

■
内
容　

ス
ー
プ･

コ
ロ
ッ
ケ
・

ご
は
ん　

他

■
講
師　

今
野
昭
子
さ
ん
、
美

野
啓
子
さ
ん

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
す
い
と
う

■
対
象　

保
育
園
児
・
小
学
生

及
び
保
護
者
の
方

★
先
着
30
名
ま
で

■
お
申
込
み

10
月
15
日
（
水
）
ま
で
に

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話
４
８
９―

５
９
０
９
）

新
教
育
公
開
講
座

「
プ
ロ
の
世
界
で
生
き
る
に
は
」

〜
伝
統
文
化
の
世
界
か
ら

　

11
月
３
日
（
祝
）
午
後
１
時
〜

　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校
内

　

日
常
で
は
な
か
な
か
触
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
伝
統
文
化
の
世
界

秋
の
囲
碁
将
棋
大
会

10
月
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
集
合（
時
間
厳
守
）

　

中
央
公
民
館
２
階
和
室
研
修
室

■
申
込
み　

10
月
23
日
（
木
）

ま
で
に
、
中
央
公
民
館
ま
た

は
教
育
委
員
会
総
務
学
事
課

（
電
話 

４
８
９―

５
９
１
０
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
参
加
者

ど
な
た
で
も（
プ
ロ
を
除
く
）

■
参
加
費

　

囲
碁
の
部　

１
，
５
０
０
円

　

将
棋
の
部　

１
，
０
０
０
円

■
賞　

優
勝
、
準
優
勝
、
３
位
、

飛
び
賞
及
び
参
加
賞

■
主
催　

紀
美
野
町
文
化
協
会

　

囲
碁
部
・
将
棋
部

を
中
高
生
や
初
心
者
の
方
で
も
ご

理
解
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

■
内
容

●
重
要
無
形
文
化
財
総
合
保
持

者　

能
楽
師
「
松
井
彬
先
生
」

に
よ
る
講
演

●
能
・
日
本
舞
踊
・
三
味
線
の

舞
台

※
り
ら
の
生
徒
も
出
演
し
ま
す
。

■
参
加
方
法

入
場
無
料
で
ど
な
た
で
も
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
岩
出
駅
・
和
歌
山
電
鐵

貴
志
駅
か
ら
の
送
迎
バ
ス
を

ご
利
用
の
方
は
事
前
に
お
電

話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ

　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専
修
学
校

　

電
話　

４
９
７―

９
１
１
１

【
三
百
冊
】

松
本
紗
也
加
（
神
野
保
）

【
六
百
冊
】

前
久
保
美
優
（
下
小
２
年
）

【
七
百
冊
】

福
嶋
理
紗
（
野
小
４
年
）

囲
碁
大
会
参
加
者
募
集

11
月
３
日
（
祝
）
午
前
９
時
〜

　

国
吉
多
目
的
集
会
所

（
慶
風
高
等
学
校
側
）

■
主
催　

星
ふ
る
里
囲
碁
ク
ラ
ブ

■
申
込
み　

榎
本
宅　

電
話
４
９
８―

０
１
５
２
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二
年
前
の
秋
の
事
、
弥
市
郎
は
、

不
作
に
苦
し
む
村
民
を
代
表
し
て
、

領
主
で
あ
る
高
野
山
に
減
税
を
陳
情

に
行
き
ま
し
た
が
、
逆
に
逮
捕
監
禁

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
怒
っ
た
高

野
寺
領
百
五
十
余
ケ
村
の
農
民
三
千

人
が
鉈な

た

や
鎌か

ま

を
手
に
高
野
山
へ
押
し

か
け
、
大
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
「
高
野
騒
動
」
と
か
「
安
永

一い
っ
き揆
」
と
か
い
わ
れ
る
事
件
で
す
。

農
民
達
の
勢
い
に
押
さ
れ
た
高
野
山

は
弥
市
郎
ら
を
釈
放
し
減
税
の
要
求

も
受
け
入
れ
た
の
で
事
は
一
件
落
着

か
に
見
え
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
高
野
山
の
訴
え
に
江
戸

の
幕
府
が
乗
り
出
し
て
き
ま
す
。
幕

府
寺じ

し
ゃ社
奉ぶ

ぎ
ょ
う行
は
、
五
十
数
人
の
村
人

を
江
戸
に
呼
び
出
し
、
一
年
半
か
け

て
追
及
、
八
人
の
百
姓
を
強
訴
（
一

揆
）
の
リ
ー
ダ
ー
と
断
定
し
た
の
で

す
。
当
時
「
強
訴
」
は
極
悪
の
犯
罪

と
さ
れ
、
刑
は
「
獄ご

く
も
ん門
」
と
定
ま
っ

て
い
た
の
で
、
八
人
全
員
に
「
獄
門
」

の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
は
こ
の
大
事
件
、
町
内
に
は
全

く
伝
わ
っ
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

史
実
を
語
る
古
文
書
が
数
年
前
町
内

の
旧
家
で
発
見
さ
れ
、
そ
の
驚
く
べ

き
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

（
次
回
に
つ
づ
く
）

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
三
十

「
首
送
り
秘
話
」

　

真
夏
の
東
海
道
五
十
三
次
を
歩
き

通
し
た
人
が
い
ま
す
、
し
か
も
人

間
の
生
首
の
入
っ
た
桶お

け

を
か
つ
い

で
・
・
・
い
や
い
や
実
話
で
す
。
但

し
二
百
三
十
年
前
の
こ
と
。
な
ん
で

そ
ん
な
事
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
お

話
を
一
席
。

　

安
永
七
年
（
１
７
７
８
）
旧
七
月

二
日
朝
、
江
戸
伝て

ん
ま馬
町ち

ょ
うの
牢
で
、
紀

美
野
町
の
ひ
と
り
の
農
民
が
首
を
打

た
れ
ま
し
た
。
名
前
は
弥や

市い
ち
ろ
う郎
、
猿

川
庄
菅
沢
村
（
今
の
か
じ
か
荘
の
あ

る
と
こ
ろ
）
の
五
十
二
歳
の
庄
屋
さ

ん
で
、罪
名
は
「
強ご

う
そ訴
」
つ
ま
り
「
お

上か
み

に
対
し
強
引
に
要
求
を
通
そ
う
と

し
た
罪
」
で
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会『
秋
』

参
加
者
募
集
!!

代
表　

神
崎
純
子

　

自
然
豊
か
な
山
間
部
見
渡
せ
ば
、

生
花
の
材
料
に
な
る
物
ば
か
り
、
生

花
に
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
と

始
め
た
の
が
、平
成
３
年
４
月
21
日
、

長
い
年
月
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
月
１
度
で
は
毎
回
１
年
生
な
の
で

す
。
忙
し
い
人
達
ば
か
り
で
す
が
、

こ
の
１
〜
２
時
間
は
正
座
を
し
、
花

を
前
に
す
る
と
、
本
当
に
心
か
ら
花

達
に
癒
さ
れ
ま
す
。

　

又
、
人
と
人
と
の
出
逢
い
の
場
と

な
り
介
護
の
話
、
お
料
理
、
そ
の
他

い
ろ
い
ろ
と
話
題
が
上
が
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
な
の
で
誰
で

も
自
由
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　

毎
月
第
３
日
曜
日　

午
後
１
時
〜

　

神
崎
宅

『
毛
原
生
け
花
ク
ラ
ブ
』

第
３
回 

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会

12
月
21
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
公
園
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
周
辺

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

《
１
５
０
０
ｍ
》

　

親
子
ペ
ア
の
部　

小
学
１
年

〜
３
年
男
子
・
女
子
の
部

《
２
０
０
０
ｍ
》
小
学
４
年
〜

６
年
男
子
・
女
子
の
部

《
３
０
０
０
ｍ
》

　

中
学
男
子
・
女
子
の
部
、
高

校
一
般
男
子
・
女
子
の
部
、

50
歳
以
上
男
子
・
女
子
の
部

■
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
ク
ォ
ー

タ
ー
マ
ラ
ソ
ン
10
・
55
㎞
）

高
校
〜
29
歳
男
子
・
女
子

の
部
、
30
歳
〜
49
歳
男
子
・

女
子
の
部
、
50
歳
以
上
男

子
・
女
子
の
部

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

８
㎞
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
参
加
費　

小
中
高
校
生　

１
，
０
０
０
円

一
般
・
親
子
ペ
ア
２
，
５
０
０
円

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
300
円
（
年

齢
無
関
係
）

（
野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会

員
及
び
町
内
在
住
の
小
中

学
生
300
円　

高
校
生
500
円

一
般
・
親
子
ペ
ア
１
，
５
０
０

円　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
無
料
） 

■
申
込
期
間　

11
月
17
日
必
着

■
主
催

　

紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

大
会
実
行
委
員
会
・
紀
美
野

町
・
紀
美
野
町
教
育
委
員
会

■
お
問
合
せ　

中
央
公
民
館

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

大
会
当
日
の
運
営
を
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

11
月
９
日
（
日
）

【
予
備
日　

11
月
24
日
（
月
）】

の
か
み
ふ
れ
あ
い
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

参
加
費
を
ご
持
参
の
上
、
中

央
公
民
館
ま
た
は
文
化
セ
ン

タ
ー
ま
で
。
な
お
、
今
回
は
勝

ち
抜
き
戦
方
式
で
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
要
項
の
設
置
場
所
は
中
央

公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
の

か
み
ふ
れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
受
付

弥
市
郎
に
対
す
る
判
決
文
書

（
真
国
高
岡
家
蔵
）
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時
間
を
中
心
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
「
心
育
て
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
子
ど
も
た
ち
の
道
徳

性
の
低
下
が
声
高
に
叫
ば
れ
て

い
ま
す
が
、「
生
命
を
大
切
に

す
る
」「
周
り
の
人
々
を
思
い

や
る
」「
し
ん
ど
い
こ
と
で
も
我

慢
し
て
が
ん
ば
る
」
な
ど
、
ど

れ
も
人
間
と
し
て
大
切
な
心
で

す
。
様
々
な
対
象
と
豊
か
に
関

わ
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
を

見
つ
め
直
し
、
人
間
と
し
て
よ

り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
子
ど

も
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

10
月
28
日
（
火
）
に
は
、
本

校
で
海
草
地
方
道
徳
教
育
研
究

発
表
会
を
開
催
し
、
研
究
の
一

端
を
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　

天
文
台
で
は
文
化
祭
へ
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

年
は
文
化
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
式

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
持
ち
込

み
、
昼
間
に
「
秋
の
星
空
」
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
予
定
で
す
。

（
上
演
時
間
等
の
詳
細
は
次
号

に
掲
載
し
ま
す
。）

　

和
歌
山
大
学
と
は
電
波
望
遠

鏡
を
使
っ
た
共
同
研
究
を
進
め

て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
の
方
も

多
い
で
し
ょ
う
。
他
に
も
様
々

な
協
力
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

物
品
の
貸
し
借
り
も
そ
の
一
つ

で
す
。
今
回
の
文
化
祭
で
使
う

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
も
大
学
か
ら

借
り
て
き
ま
す
。　

　

今
春
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場

し
た
二
人
の
客
員
研
究
員
は
和

歌
山
大
学
に
勤
務
し
て
い
ま
す

し
、
学
生
も
含
め
る
と
様
々
な

人
が
天
文
台
に
出
入
り
し
て
い

　

本
校
で
は
、「
や
さ
し
く　

か
し
こ
く　

た
く
ま
し
く
」
を

校
訓
に
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
「
徳
」―

子
ど
も

の
心
の
部
分―

に
つ
い
て
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
道
徳
教
育

の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。「
豊

か
に
関
わ
り
合
い
、
人
間
と
し

て
よ
り
よ
く
生
き
る
子
の
育

成
」
を
研
究
主
題
に
、
道
徳
の

　

歌
の
小
道

わ
だ
か
ま
り
水
に
流
し
て
墓
洗
ふ　
　
　
　
　
　

池
上　

幸
子

生い
き
み
た
ま

身
魂
天
下
国
家
を
論
じ
を
り　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

惇
子

墓
洗
ふ
零こ
ぼ

れ
種
よ
り
赤
き
花　
　
　
　
　
　
　
　

阪
口　

早
苗

墓
参
り
背
そ
び
ら

に
海
の
青
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

田
代　

哲
郎

井
戸
水
を
バ
ケ
ツ
に
汲
み
て
墓
参
り　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

遠
花
火
世
界
遺
産
の
山
照
ら
す　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

眼
帯
を
や
う
や
く
外
し
今
朝
の
秋　
　
　
　
　
　

今
野　

昭
子

秋
近
し
明
り
障
子
に
影
動
き　
　
　
　
　
　
　
　

堀
口　

義
子

特
大
の
胡き
ゅ
う
り瓜
の
馬
や
施せ

が

き

で

ら

餓
鬼
寺　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

戸
を
た
た
く
風
に
も
四
季
の
音
が
あ
る　
　
　
　

田
渕　

竜
男

コ
ス
モ
ス
も
本
番
来
た
か
出
番
待
つ　
　
　
　
　

浴　
　

俊
夫

か
ら
か
ら
の
土
に
根
を
張
る
力
草

　
　
　
　

回
る
刈
刃
に
土
け
む
り
舞
う　
　
　
　

阪
上　

松
作

擬
宝
珠
の
う
す
む
ら
さ
き
は
梅
雨
さ
め
に

　
　
　
　

莖
ぬ
き
ん
出
て
あ
え
か
に
匂
ふ　
　
　

吉
村　

紀
子

今
年
又
芽
生
え
し
庭
の
鳳
仙
花

　
　
　
　

こ
の
夕
暮
れ
に
朱
花
を
咲
か
せ
り　
　

今
出　

端
子

雲
厚
き
夕
べ
の
空
に
鳴
く
鷺
の

　
　
　
　

声
青
く
し
て
翼
は
見
え
ず　
　
　
　
　

貝
野
千
鶴
子

ふ
る
き
友
の
電
話
は
雨
の
午
后
に
き
て

　
　
　
　

た
わ
い
な
き
こ
と
話
し
て
終
る　
　
　

角
谷
と
し
み

秋
あ
か
ね
吾
の
頭
上
を
飛
び
回
る

　
　
　
　

秋
が
き
た
よ
と
さ
さ
や
く
よ
う
に　
　

西
山
カ
ズ
ヱ

一
瞬
に
脳
梗
塞
と
の
闘
い
に

　
　
　
　

な
ん
で
？
ど
う
し
て　

く
日
々
な
り　

中
道
と
し
み

見
の
こ
し
の
山
椒
の
実
房
紅
く
れ
な
いに

　
　
　
　

暑
さ
恋
し
や
つ
く
つ
く
法
師　
　
　
　

東
中　

光
子

飛
び
交
い
し
燕
の
群
れ
は
今
は
な
く

　
　
　
　

曇
り
し
空
に
ヒ
グ
ラ
シ
の
声　
　
　
　

奥　

ふ
み
代

天
文
台
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り

ま
す
。
天
文
台
職
員
も
、以
前
、

和
歌
山
大
学
で
行
な
わ
れ
た
日

本
天
文
学
会
で
は
運
営
役
員
と

し
て
一
緒
に
働
く
な
ど
人
の
交

流
も
盛
ん
で
す
。「
お
隣
で
お

し
ょ
う
ゆ
を
…
」
な
ど
と
借
り

る
こ
と
が
日
常
だ
っ
た
古
き
良

き
時
代
を
ま
ね
た
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
持
ち
つ
持
た
れ

つ
、
限
り
あ
る
資
源
を
効
果
的

に
使
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

（
天
文
台
長　

矢
動
丸　

泰
）

【
写
真
説
明
】

左
奥
に
見
え
る
テ
ン
ト
の
よ
う

な
も
の
が
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

用
エ
ア
ー
ド
ー
ム
。
右
下
は

ド
ー
ム
内
部
で
星
を
投
影
す
る

機
械
。

「
心
育
て
の
教
育
」

紀
美
野
町
立
下
神
野
小
学
校

「
文
化
祭
準
備
進
行
中
」

も
が
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る
と
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
、

有
毒
な
一
酸
化
炭
素
が
発
生
す

る
の
で
大
変
危
険
で
す
。
換
気

扇
を
回
す
、
窓
を
開
け
る
な
ど

換
気
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
漏
れ
に
気
づ
い
た
時
の
注
意
点

○　

ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
異
常
に
気

付
い
た
時
は
、
ガ
ス
の
元
栓
を

閉
め
、
窓
や
戸
を
開
け
て
く
だ

さ
い
。
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
空
気

よ
り
重
く
低
所
に
溜
ま
る
の
で
、

う
ち
わ
で
扇
ぎ
出
す
か
、
ほ
う

き
で
掃
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
際
、
換
気
扇
、
電

灯
等
の
ス
イ
ッ
チ
や
コ
ン
セ
ン

ト
プ
ラ
グ
に
は
触
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
火
花
が
発
生
し
、
爆

発
を
起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。

グ
ラ
ッ
と
き
た
時
の
注
意
点

○　

ガ
ス
機
器
を
使
用
中
に
地
震

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
あ
わ

て
ず
に
火
を
消
し
、
ガ
ス
の
元

栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
使
用

中
の
ガ
ス
機
器
に
近
付
け
な
い

よ
う
な
揺
れ
の
大
き
な
地
震
の

際
に
は
、
ま
ず
身
の
安
全
を
図

り
、
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
後
で

対
処
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
使
用
し
て
い
た
コ
ン
ロ
、

湯
沸
器
な
ど
は
、
確
実
に
消
火

し
て
く
だ
さ
い
。

○　

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
使

用
し
て
い
る
場
合
は
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
必
ず
屋
外
の

風
通
し
の
よ
い
日
陰
に
設
置
し
、

地
震
等
で
転
倒
し
な
い
よ
う
鎖

な
ど
で
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
災
害
時
の
防
災
無
線
放
送
に
つ
い
て

　

町
内
に
は
長
谷
・
永
谷
、
釜
滝
・

鎌
滝
と
同
じ
呼
び
名
の
地
区
が
あ

り
ま
す
。
災
害
時
の
防
災
無
線
放

送
に
つ
い
て
は
、野
上　

長
谷
（
ノ

カ
ミ　

ナ
ガ
タ
ニ
）・
美
里　

永

谷
（
ミ
サ
ト　

ナ
ガ
タ
ニ
）、
野

上　

釜
滝
（
ノ
カ
ミ　

カ
マ
タ

キ
）・
美
里　

鎌
滝
（
ミ
サ
ト　

カ
マ
タ
キ
）
と
放
送
し
ま
す
の
で
、

お
聞
き
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
下
さ
い
。

※
火
災
発
生
状
況
案
内
に
つ
い
て

　

紀
美
野
町
内
で
の
火
災
発
生
状

況
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
℡
４
８
９―

６
６
７
７
に
お

掛
け
く
だ
さ
い
。（
火
災
状
況
が

録
音
さ
れ
て
い
ま
す
。）

　

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
た
め
に
、
あ
な
た
も
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年
中

に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再
講
習

を
受
講
し
て
下
さ
い
。

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す

る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

講
習
料　
　

無　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

20
日
ま
で
（
10
月
20
日
）

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

８月の消防の動き
●火災発生件数…3件（林野 2・車両 1）
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 35（２） （　） 35（２）
一 般 負 傷 ８（１） （　） ８（１）
交 通 事 故 13（　） （　） 13（　）
そ の 他 ６（　） （　） ６（　）
合 計 62（３） （　） 62（３）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
20
年
11
月
２
日
（
日
曜
日
）

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

火
の
し
ま
つ　

君
が
し
な
く
て　

誰
が
す
る

　

都
市
ガ
ス
や
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

は
、
便
利
で
私
た
ち
の
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
が
、

取
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
爆
発
な

ど
の
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
不
完
全
燃
焼
に
よ
っ

て
発
生
す
る
一
酸
化
炭
素
中
毒
事

故
も
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。
そ
こ

で
、
ガ
ス
を
使
う
と
き
は
次
の
点

に
注
意
し
、
ガ
ス
に
よ
る
火
災
や

事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
機
器
の
正
し
い
取
付
け

○　

ガ
ス
機
器
は
地
域
に
適
合
す

る
機
器
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○　

ガ
ス
コ
ン
ロ
や
ガ
ス
ス
ト
ー

ブ
を
柱
や
壁
に
近
づ
け
て
取
付

け
る
と
、
壁
面
等
を
熱
に
強
い

材
料
で
覆
っ
て
い
て
も
内
部
の

木
材
が
炭
化
し
て
、
発
火
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
柱
や
壁
な

ど
か
ら
間
隔
を
取
り
、
防
熱
板

を
設
置
し
た
場
所
に
取
付
け
て

く
だ
さ
い
。

○　

ガ
ス
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
ゴ

ム
ホ
ー
ス
等
は
器
具
と
の
接
合

部
を
ホ
ー
ス
バ
ン
ド
等
で
締
め

付
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ひ

び
割
れ
等
の
劣
化
が
な
い
か

時
々
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ス
機
器
の
正
し
い
取
扱
い

○　

ガ
ス
機
器
を
点
火
し
た
と
き

は
、
必
ず
火
が
付
い
た
か
ど
う

か
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

○　

ガ
ス
コ
ン
ロ
を
使
用
し
、
揚

げ
物
等
を
し
て
い
る
際
の
火
災

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
揚

げ
物
等
を
す
る
際
に
は
絶
対
に

そ
の
場
を
離
れ
ず
、
ま
た
ど
う

し
て
も
離
れ
る
場
合
は
短
時
間

で
あ
っ
て
も
コ
ン
ロ
の
火
を
必

ず
消
し
て
く
だ
さ
い
。

○　

煮
炊
き
等
す
る
際
も
、
一
旦

コ
ン
ロ
の
火
に
鍋
を
か
け
た
ら

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
、
煮

こ
ぼ
れ
な
ど
に
よ
る
炎
の
立
ち

消
え
や
加
熱
の
し
す
ぎ
に
よ
る

空
焚
き
等
が
な
い
よ
う
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

十
分
な
換
気

○　

ガ
ス
が
燃
焼
す
る
た
め
に

は
、
多
量
の
新
鮮
な
空
気
を
必

要
と
し
ま
す
。
空
気
が
不
足
す

ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
及

び
ガ
ス
事
故
の
防
止
！
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日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
６日（月）11:00 ～ 犬ねこの譲渡講習会【12日（日）・19日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489-6500
９日（木）

〃　　 10:00 ～

移動町長室【22日（水）】

たんぽぽふれあい学級

美里支所

中央公民館

総務課
総務・税務室
生涯学習課

489-5912
495-3471
489-5915

12日（日）14:00 ～ 天文台天文教室 みさと天文台 みさと天文台　 498-0305
13日（祝） 9:00 ～ スポーツレクリエーション大会 農村総合センター 生涯学習課 489-5915

14日（火） 通学合宿【～１8日（土）】
中央公民館及び
世代交流センター

生涯学習課 489-5915

15日（水）17:30 ～ 役場窓口業務時間延長【～20:00】
役場本庁
美里支所

住民課
住民・福祉室

489-5903
495-3463

１9日（日） 町民一斉清掃 町内 青少年センター 489-5909
25日（土）13:30 ～ 児童館料理教室 青少年センター 青少年センター 489-5909

10月

人の動き
総人口………… 11,345人
 　男　………… 5,280人
 　女　………… 6,065人
 世帯数………… 4,637世帯

（平成20年8月末現在）

紀美野町面積128.31km2

宅地分譲地のご案内
　紀美野町土地開発公社からお求めやすくなりました宅地分譲地のご案内をします。
福井樫山団地 （海草郡紀美野町福井字樫山）

地 目
用 途 指 定

接 続 道 路
団 地 内 道 路 
交 通

：
：

：
：
：

宅地
指定なし
都市計画区域外
県道野上清水線
（幅員 １１ｍ , ６ｍ）
紀美野町コミュニティバス
一律２００円

残り２６区画  宅地面積 166.46 ㎡（50.35 坪）～ 346.29 ㎡（104.75 坪）
   坪 単 価 53,500 円　～　66,200 円

樫山橋バス停まで 徒歩 約５分
町立小川保育所 約２. ７㎞
町立小川小学校 約２. ７㎞
町立野上中学校 自転車通学  約２. ３㎞

〒６４０－１１９２
和歌山県海草郡紀美野町動木２８７番地  紀美野町土地開発公社　℡ ０７３－４８９－５９１３
お問い合わせ時間は 午前８時３０分 ～ 午後５時３０分まで〔土曜 ・ 日曜 ・ 祝祭日を除く〕
　詳しくは紀美野町ホームページ《http://www.town.kimino.wakayama.jp/》をご覧ください。

売却済み

編 集 後 記
　10 月、朝夕めっきり涼しく、秋の気配を感じるよう
になりました。
　そして、スポーツに行楽にと絶好の季節を迎えました。
生石高原のススキも見ごろとなり、休日には多くの人出
でにぎわっています。
　スポーツの秋、味覚の秋、行楽の秋。あなたは、どん
な秋を楽しみますか。

第３回紀美野ふれあいマラソン大会での出店募集
　紀美野ふれあいマラソン大会実行委員会では、マラ
ソン大会会場において、紀美野町をより一層 PRし、
大会を盛り上げていただける出店を募集しています。
出店条件：

出店費用：
申込締切：

紀美野町内の社会福祉団体（Ａ）、
社会教育団体（Ａ）、地域グループ（Ｂ）
（Ａ）無料　　（Ｂ）有料＝ 5,000 円
平成 20年 10月 17日（金）

その他：

事務局：

所定の用紙に必要事項を記入し申し込んで
ください。用紙は事務局に用意しています。
詳しくは事務局へ。
紀美野町教育委員会生涯学習課内
紀美野ふれあいマラソン大会事務局
℡４８９－５９１５
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平
成
27
年
（
２
０
１
５
年
）
開
催
の
第

70
回
国
民
体
育
大
会
（
和
歌
山
国
体
）
に

お
い
て
、
本
年
５
月
に
新
し
く
完
成
し
ま

し
た
紀
美
野
町
総
合
運
動
場
の
多
目
的
人

工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
、
正
式
競
技
で
あ
る

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
会
場
地
と
し
て
、
内
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

紀
美
野
町
に
と
っ
て
馴
染
み
の
少
な
い

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
で
す
が
、
今
後
大
会
や
教

室
の
開
催
な
ど
、
国
体
招
致
に
向
け
て
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
は
、
Ｌ
字
型
の
ス
テ
ィ

ッ
ク
を
使
っ
て
パ
ス
、
あ
る
い
は
ド
リ
ブ

ル
し
て
相
手
ゴ
ー
ル
に
ボ
ー
ル
を
入
れ
、

得
点
を
競
い
合
い
ま
す
。
試
合
は
、
前
・

後
半
各
35
分
で
、
５
分
の
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

が
あ
り
ま
す
。
１
チ
ー
ム
11
人
で
競
技
を

行
な
い
ま
す
。

紀
美
野
町
総
合
運
動
場
「
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

紀
美
野
町
総
合
運
動
場
「
多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
会
場
地
に
内
定
!!

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
会
場
地
に
内
定
!!

第70回
国民体育大会

多目的人工芝グラウンドと工事が進む多目的グラウンド
（野球場等／写真後方）

生石高原で

仲秋の名月　ジャズコンサート開かれる !!仲秋の名月　ジャズコンサート開かれる !!仲秋の名月　ジャズコンサート開かれる !!
ＮＰＯ法人生石山の大草原保存会

　

９
月
13
日
か
ら
15
日
ま

で
、
ス
ス
キ
の
穂
が
風
に

な
び
く
生
石
高
原
で
、〝
仲

秋
の
名
月
〞
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
が
山
の
家
お
い
し

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

生
石
山
の
大
草
原
保
存
会

（
会
長　

若
林　

豊
さ
ん
）
で
、

仲
秋
の
名
月
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
昨
年
か
ら
開
い
て

い
ま
す
。

　

14
日
（
日
）
午
後
７
時
か

ら
行
わ
れ
た
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト
（
演
奏
：
赤
川
純
二

と
ア
ゲ
イ
ン
ズ
）
で
は
、
訪

れ
た
約
１
０
０
名
の
ジ
ャ
ズ

フ
ァ
ン
ら
が
ピ
ア
ノ
と
ド
ラ

ム
、
ベ
ー
ス
に
よ
る
生
演
奏

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
生
石
高

原
の
ス
ス
キ
は
見
頃
を
迎
え
、

多
く
の
観
光
客
ら
で
賑
わ
い

ま
す
。

ススキが見頃の生石高原

ジャズを楽しむ人たち（9月14日・山の家おいし）
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